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１．ＩＣＴによる共創型の“まちづくり”
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共創型のまちづくり
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業界（立場）、空間（場所）、時間（世代）を超えた共創型のまちづくりが必要だと考えま
す。この共創型のまちづくりを支え、促進する基盤として「情報」が重要な役割を果たし
ます。

共 創
情 報



センサネットワークによる共創型のまちづくり
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共創型のまちづくりを支える「情報」は、センサーネットワーク/Ｍ２Ｍ技術を中心とした
ＩＣＴにより創造します。

ＩＣＴ（センサーネットワーク/Ｍ２Ｍ）

データを分析し
活用する

様々なデータ
を計測する

データを集める
貯める処理する

情 報



２．センサーネットワーク取組のご紹介
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センサー活用分野の拡大と活用方法の高度化
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防災情報収集

センサー単体の活用

高度化（より大規模に、情報収集から分析、情報配信、自動制御へ）

活
用
分
野
の
拡
大

自動水洗

体温計

ＮＷで情報収集

情報分析、情報配信、
自動制御

アメダス

河川情報
システム

震度情報
ＮＷシステム

土砂災害
警戒情報システム

自動改札
ＥＴＣゲート

車両運行支援
（自動車、列車）

交通渋滞情報配信
（カーナビ等）

マウス

人感センサ付
照明

百葉箱

エアコン、冷蔵庫
など家電

水道、ガス、
電力メータ

工場制御
（製造業、農業）

ファームウェア更新
（自動車、家電等）

端末情報管理
（スマートフォン等）

異常監視・対策
（トンネル）

交通管制
（信号機、標示板等）

在庫管理・配達員派遣
(自動販売機等）

銀行ATM

＜例＞

震度情報
の場合

震度計の設置
ー設置箇所の震度を把握ー

震度情報ＮＷシステム
ー近隣や全国の震度情報を把握－

緊急地震速報
－地震波の特性を利用し、震源・震度の
予報を発表－

緊急地震速報等に基づいた自動制御
－鉄道会社の運行管理システムと連携した列車運行
停止などに活用－

他システムと連動した
高度な制御

スマートグリッド

スマートシティ
スマートコミュニティ

2

センサーの活用分野は今後より拡大し、その活用方法もより高度化してくものと考えら
れます。

高度化（より大規模に、情報収集から分析、情報配信、自動制御へ）



センサーネットワークの例① （橋梁モニタリング）
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加速度計

変位計温度計

ひずみ計

橋梁にセンサーを取り付け、異常検出や経年劣化予測、保守計画の策定などに活用。
車重・車種推定も行い、特殊車両情報の把握にも活用します。

・ひずみ
・振動
・傾斜
・移動

・異常検出
・保全計画策定

収集するデータ

活用方法

東京ゲートブリッジ（恐竜橋）

橋梁モニタリングシステム



センサーネットワークの例② （交通情報モニタリング）
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center

路面情報

車、人、その他交通機関の位置・速度等の情報をセンターに集約。渋滞等の交通情報
と組み合わせ、社会全体の交通効率化を目指します。

・プローブ情報
（位置情報、速度、
加速度等の情報）

・渋滞情報

・経路情報の提供
・エコ運転アドバイ
ス、ランキング
・燃費改善効果
・ＣＯ２削減効果
・交通量分散効果

収集するデータ

高速道路

活用方法



センサーネットワークの例③ （モニタリングポスト）
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center

企業

住民

情報提供

カメラ監視装置

放射線量測定装置

・放射線量

放射線量測定およびカメラ監視装置から各種データ（放射線量や気象データ等）を
自動計測しセンタへ転送。収集情報を住民へ多様なメディアを用いて配信し、安心・
安全に寄与します。

・放射線量
・気象情報
（気温、湿度、風向、
風速、雨量）

・位置情報

・住民への
情報公開

・線量状況の公開
・線量予測

収集するデータ

活用方法



① 【ハノイ市内の施設】
施設管理（設備機器、動態等）情報収集基盤

② 【タンロン工業団地】
施設稼働/運転情報収集基盤

③ 【ダナン港湾部】
港湾部における防災関連データ収集基盤

ベトナム内外
（事業者B）

ハノイ

ダナン

カントー

④ 【カントー河川域】
広域無線技術による防災情報収集基盤

ベトナム内外事業者

center

ベトナム事業者（ハノイ）

center

オンラインバックアップ

オフィスビル等
工場

NISCI構築予定の
iDC＠HCMとの連携

防災センター

⑤多拠点における多様な
センシング情報の収集基盤

アプリケーションサービス
（遠隔監視、分析評価、

見える化、ディレクション等）

センサーネットワークの例④ （多様なセンシング情報の収集）
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多様なセンシング情報を収集し、ベトナムにおける重要施設・設備の一元監視、制御を
実施。統合的なセンサーネットワークを実現します。

・市内情報
・工業団地情報
・河川情報
・港湾情報

・一元監視
・一元制御

収集するデータ

活用方法



３．センサーネットワークにおける課題
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センサーネットワークに関わる課題
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3-1

トラフィック量の増加

接続デバイスの
急増・多様化

一般的な課題

セキュリティ

通信コスト

通信コンテンツ変化

独自システムの構築

センサーネットワークに係わる課題は多岐にわたり、既にいろいろな場で議論され、解
決策が打ち出されつつあります。

センサー費用



センサーネットワークにおける３つの重要課題3-2
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共創型Ｍ２Ｍクラウド業界横断的な
センサーデータの活用

共創型のまちづくりを考える上で、センサーネットワークにおける一般的な課題に加え、
３つの取り組みが必要だと考えます。

空間を超えた
データ収集・活用

時間を超えた
データ収集・活用



業界横断的なセンサーデータの活用が必要
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3-3

エネルギー業界

建設業界 通信業界

官公庁/公共団体

金融/保険業界交通

ヘルスケア業界 家電業界

より付加価値の高いサービスを提供するためには、業界横断的なセンサーデータを活用
することが必要です。

連携



空間（場所）を超えたデータ収集、活用が必要3-4
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広域連携やグローバル展開を効率的に行うためには、異なる地域に点在する情報を共
有可能にすることが必要です。

グローバル

グローバル

HUB



時間（世代）を超えたデータ収集・蓄積、活用が必要3-5
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インフラクライシスを解決するためには、長期にわたる時系列データの収集・蓄積、およ
び、蓄積された大量データの分析が必要です。

出所）国土交通省「平成１７年度国土交通白書」
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センサーネットワーク基盤（Ｍ２Ｍクラウド）の必要性3-6
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共創型Ｍ２Ｍクラウド

業界横断的な
センサーデータの活用

まちづくりの基盤として、共創型Ｍ２Ｍクラウドが重要な役割を果たします。

空間を超えた
データ収集・活用

時間を超えた
データ収集・活用

センサーネットワーク基盤

共創型Ｍ２Ｍクラウド



４．共創型Ｍ２Ｍクラウド
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共創型Ｍ２Ｍクラウド

共創型Ｍ２Ｍクラウドを実現するために
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業界（立場）を超えて

•センサーからのデータだけではなく、住民・コミュニティによるデータを融合
•住民、コミュニティ、専門家によるデータ活用
•業界間連携のための“データ/ＩＤハブ”の機能

空間（場所）を超えて

•広域連携やグローバル展開を効率的に行うために、異なる地域に点在する情報の共有
•空間を超えたバーチャルなコミュニティ形成の仕組み

時間（世代）を超えて

•都市計画作成に資する時系列に蓄積されたビッグデータの活用
•世代を超えた、まちの重要施設の管理、運用、計画作成の仕組み

データ収集・蓄積のために

•まちづくり当初から都市インフラにＭ２Ｍ基盤を整備
•都市データ収集・蓄積における拡張性の確保



最後に
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共創型Ｍ２Ｍクラウドとまちづくり
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共創型Ｍ２Ｍクラウドで、

業界、空間、時間を越えた“まちづくり”を実現

● 共創型Ｍ２Ｍクラウドは都市インフラを「見える化」し、将来にわたって
効率的かつ計画的に、維持・メンテナンスするための基盤です。

● 共創型Ｍ２Ｍクラウドは、新たなまちづくりを支えます。

－ コミュニティを育む“あたたかい”まちづくり
－ グローバルに知恵を結集する“世界に開かれた”まちづくり
－ 永続性の高い“創り継ぐ”まちづくり

● 共創型Ｍ２Ｍクラウドは、インフラ輸出の競争力向上に寄与します。






